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第５学年算数科学習指導案 

令和７年４月３０日（水）第５校時 

ぐんぐん②コース 16名 

指導者       

場所  ５年 教室 

 

 

 

 

 

１ 単元名 直方体や立方体の体積 

 

２ 単元の目標と評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単

元

の

評

価

規

準 

体積の単位を知り、計算による

立方体及び直方体の体積の求

め方について理解するととも

に、体積を求めることができ

る。 

体積の単位や立体を構成する

要素に着目し、立体の体積の求

め方を考えるとともに、体積の

単位とこれまでに学習した単

位との関係を統合的にとらえ、

説明している。 

立体の体積の単位や体積の求

め方について、数学的に表現・

処理したことを振り返り、多面

的にとらえ検討してよりよい

ものを求めて粘り強く考えた

り、数学のよさに気づき学習し

たことを今後の学習に活用し

ようとしたりしている。 

３ 単元について 

（１）学習の関連と発展 

【４年】            【５年】            【６年】 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積の比べ方と表し方 

・面積の意味と測定 

・面積の単位（㎠、㎡、㎢、

a、ha）と単位の相互関係 

・面積の求め方と公式 

＊基にする大きさや図形の

構成要素に着目し、面積の

求め方を考える。 

直方体と立方体 

・直方体、立方体の特徴と性質 

・直方体、立方体の展開図 

・直方体の辺や面の位置関係 

・見取図の意味 

・空間の位置の表し方 

直方体や立方体の体積 

・体積の意味と測定 

・体積の単位（㎤、㎥）と単

位の相互関係 

・直方体、立方体の体積の求

め方と公式 

・容積の意味 

＊基にする大きさや図形の

構成要素に着目し、体積

の求め方を考える。 

角柱と円柱の体積 

・底面積の意味 

・角柱、円柱の体積の求

め方と公式 

＊図形の構成要素に着目

し、体積の求め方を見

いだす。 

【研究主題】  学びに向かう力を育む算数科指導の充実 
～試行錯誤を伴う振り返りを通して～ 

【研究仮説】 

 都や国の調査から児童の課題を分析し、試行錯誤を伴う振り返り活動を充実させれば、学びに向かう

力が育まれ、確かな学力を身に付けることができるだろう。 
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（２）学習指導要領との関連 

 学習指導要領、第５学年の内容「B図形」には、以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童の実態 

（１）都意識調査より 

  ・「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的に回答した児童の割合を表すこととする。 

 番号 質問項目 すいすい ぐんぐん① ぐんぐん② じっくり① じっくり② 

算
数 

１(３) 算数の内容はどのくらいわかりますか。 100 100 100 80 100 

２(３) 算数の学習はどのくらい得意ですか。 95 87 86 60 50 

 

粘
り
強
さ 

４(１) 確実にできるようになるまで、くり返し練習している 91 68 80 70 62 

４(２) 難しいと感じる問題でも最後まであきらめずに取り組んでいる。 91 100 86 70 62 

４(３) 分からないことがあっても、学習を続けようとしている。 91 87 93 90 62 

４(４) 集中して学習に取り組んでいる。 91 87 100 100 75 

 

調 

整 

４(５) どうやったらうまくいくかを考えながら学習を始めるようにしている。 86 62 86 80 75 

４(６) 学習の途中で分からないところやできないところはどこかを考えている。 86 81 93 70 87 

４(７) 学習をしてもできるようにならないときは、学習の方法を工夫している。 95 62 86 70 62 

４(８) テストでまちがえたときは、なぜまちがえたのかを考えている。 91 81 86 100 50 

 

対 

話 
４(９) 他の人と意見が違ったときは、質問して相手の考えを確かめている。 82 50 46 60 50 

４(10) 分からないときは、他の人や先生に質問して解決している。 82 75 66 60 62 

４(11) 自分が考えたことを、積極的に他の人や先生に伝えようとしている。 82 43 60 40 87 

４(12) 他の人と相談して、考えを深めるようにしている。 86 75 86 70 62 

 

工 

夫 

４(13) 学習していて分からない言葉があれば、すぐに調べるようにしている。 73 81 93 70 50 

４(14) どうしてそうなるのかという理由を考えながら学習をしている。 95 81 73 90 75 

４(15) 答えだけでなく、考え方も確かめながら学習している。 82 75 86 90 75 

４(16) 大切な言葉や公式などは、意味を理解して覚えるようにしている。 95 93 93 90 75 

算数の学習内容はどのコースの児童も「よく分かる」「分かる」と肯定的な回答している。粘り強さ

の面では、じっくりコースの児童が、できるようになるまで学習を続けたり、あきらめずに取り組んだ

りすることに課題があることが分かった。調整の面では、どうやったらうまくいくかを考えて学習して

いる児童の割合は多いものの、うまくいかなかったときに学習方法を工夫したり、他者と学びを深めて

いく意識が低かったりすることが分かった。友達に伝える場面を増やす手立てを取り入れ、対話を通し

て学習の進め方を調整したり、思考を振り返ったりすることができるようにしたい。 

（４）立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）体積の単位（立方センチメートル（㎤）、立方メートル（㎥））について知ること。 

 （イ）立方体及び直方体の体積の計算による求め方について理解すること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 （ア）体積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の体積の求め方を考えるとともに、体積

の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察すること。 
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（２）レディネステストより（ぐんぐん②のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 １ ２➀ 2② ２③ ３➀式 ３➀答え ３②式 ３②答え 1新単元式 1新単元答え

1 20 20 8×2＋12×2＝40 40㎠ 5×4＝20 20㎡ 2×3＋4×2＝ 14個

2 正方形 5×4＝20 20㎠

3

4 ４ ９ ９ 2×13＝46 46㎝

5 1㎠の正方形

6 ４ 四角形

7 20 無 無 無 20 20 6×8×12 576こ

8 12×2＝24

9 無 無 無 無 無 無 無 4＋4×3＝24

10 ２ ２ ４ ４ 5×4＝20 20㎝ 24㎝

11 立方体

12 無 無

13

14 ５ ２こ ９ ９ 8＋12＝20 20㎠ 1×5＝5 5㎠ 4×3＋2＝14 14㎠

15 １L7dL 無 無 ２ ２ ４ ４ 96㎠

16 2×3＋3×4＝18 18㎠

レディネステストの結果から、１の水のか

さの読み取りの正答率は高かった。10dL＝

1Lであることも十分に理解していることが分

かる。一方で、2の長方形の面積について読

み取る問題では、正答率が低かった。しか

し、3の長方形や正方形の面積を求める問題

では、正答率が高い傾向であった。◇１の問

題では、体積の公式を使って問題に取り組め

た児童が半分、公式を知らず、問題に取り組

めなかった児童が半分という結果となった。

このことから、面積の公式については理解し

ている児童が多いが、面積は 1辺が 1cmの

正方形が何個ならぶかで表されていること

や、1cmの正方形が⭕️個ならんでいるから、

面積が⭕️㎠であるということなどの見方が養

われていない。そこで、体積は 1㎤の立方体

が⭕️個で考えられることや、立方体や直方体

をもとにして考えることで体積が求められる

という見方の理解が高まっていくことを期待

する。 
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５ 単元の指導計画（全８時間） 

時 ねらい 学習活動 具体的な評価規準 

１ もののかさの表し方 

１ ○「体積」の意味や体積

を表す単位「立法センチ

メートル（㎤）」について

理解する。 

・展開図を実際にかいて組み立て、ど

ちらの体積が大きいかを予想す

る。 

思・判・表 

直方体や立方体の辺の長さ二

着目して、体積の比べ方を予想

し、説明している。 

態度 

直方体や立方体の体積の比べ

方を考えようとしている。 

２ ・長さや面積の学習を基に、直方体と

立方体の大きさの比べ方を考え

る。 

・１辺が１㎝の立方体の積み木で直

方体や立方体の大きさを調べる。 

・１辺が１㎝の立方体の積み木の数

で直方体と立方体の大きさを表

す。 

・用語「体積」、体積の単位「立法セ

ンチメートル」を知る。 

知・技 

直方体や立方体の体積は、１㎤

を単位としてその何こ分で表

すことを理解している。 

思・判・表 

長さや面積と同じように、単位

となる大きさを決めて、体積を

数値化して比べることを考え、

説明している。 

３ ○直方体、立方体の体積

を求める公式を理解

し、公式を適用して体

積を求めることができ

る。 

○単位となる体積を用い

て、直方体や立方体の

体積の求め方を考え、

説明することができ

る。 

・縦４㎝、横６㎝、高さ５㎝の直方体

と１辺５㎝の立方体の体積を計算

で求める方法を考える。 

・それぞれ１㎤の立方体の何こ分か

調べる。 

・直方体、立方体の体積を求める公式

をまとめる。 

知・技 

直方体、立方体の体積を求める

公式を用いて、体積を求めるこ

とができる。 

思・判・表 

単位となる大きさや、直方体や

立方体の辺の長さに着目して、

体積の求め方を図や式を用い

て考え、説明している。 

思・判・表 

辺の長さや単位に着目して体

積の求め方を考え、説明してい

る。 

４ ・直方体や立方体の体積を、公式を使

って求める。 

５ 

 

本

時 

○直方体を組み合わせた

立体の体積の求め方を、

図形の特徴を基にして考

え、説明することができ

る。 

・直方体を組み合わせた図形の体積

の求め方を工夫しながら多様に考

え、図や式を使って表す。 

・自分の考えと他者の考えを比較し、

共通点や相違点を説明する。 

・直方体を組み合わせた立体の体積

は、直方体や立方体を基にして考

思・判・表 

既習の直方体や立方体の形を

基に、直方体を組み合わせた立

体の体積の求め方を図や式を

用いて考え、説明している。 

態度 

主体的、対話的に粘り強く学習

じっくりコースでは、展開図がか

いてある画用紙を配布する。 
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えると求められることをまとめ

る。 

に取り組むとともに、直方体や

立方体の体積を基にして問題

解決したことを振り返り、面積

の学習と統合的にとらえ、価値

づけている。 

２ いろいろな体積の単位 

６ 体積を表す単位「立方メ

ートル（㎥）」や、１㎥＝

1000000 ㎤の関係につ

いて理解する。 

・体積の単位「立法メートル」を知り、

縦３ｍ、横４ｍ、高さ２ｍの直方体

の体積を求める。 

・１㎥は何㎤か調べ、１㎥＝

1000000㎤の関係をまとめる。 

・１㎥の立方体を作り、１㎥の体積を

実感する。 

知・技 

大きなものの体積は、１㎥を単

位としてその何こ分で表すこ

とを理解している。 

思・判・表 

単位となる大きさを変えれ

は゛、大きなものの体積を表せ

ることを考え、説明している。 

７ ○「内のり」「容積」の意

味や容積の求め方、１

L＝1000 ㎤の関係に

ついて理解する。 

○体積の単位と長さや面

積の単位との関係を、

長さを基にして考え、

説明することができ

る。 

・縦、横、深さが 10㎝の１Lますに

入る水の体積を考える。 

・用語「内のり」「容積」の意味を知

る。 

・１L＝1000㎤の関係を基に、１mL 

＝１㎤、１kL ＝１㎥の関係を調べ

る。 

・長さ、面積、体積の単位を、表にま

とめて整理し、単位間の関係を調

べる。 

知・技 

１L＝1000 ㎤、１mL ＝１㎤

の関係を理解している。 

思・判・表 

もとにする長さに着目して、正

方形の１辺の長さが10倍にな

ると面積は 100 倍に、立方体

の１辺の長さが10倍いなると

体積は 1000 倍になる関係を

見いだし、説明している。 

３ まとめ 

８ 学習内容の定着を確認す

るとともに、数学的な見

方・考え方を振り返り価

値付ける。 

・「たしかめよう」に取り組む。 

・「つないでいこう 算数の目」に取

り組む。 

知・技 

基本的な問題を解決すること

ができる。 

思・判・表 

数学的な着眼点と考察の対象

を明らかにしながら、単元の学

習を整理している。 

態度 

単元の学習を振り返り、価値づ

けたり、今後の学習に生かそう

としたりしている。 
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６ 研究主題に迫るための手立て 

高学年の目指す児童像 

粘り強さ：既習事項を活用し、よりよいものを求めて問題解決に向かう子 

 

 

 

 

 

 

調 整 ：振り返りや解き直しをして、よりよい問題解決の方法を見いだす子 

 

 

 

 

 

（１）粘り強さ 

（ア）問題提示の工夫 

  問題提示の際に一部を隠した図形を提示する。頭の中で想像した図形と実際の問題で扱う図形にズ

レを生じさせることで、解いてみたい、考えてみたいという意欲を引き出したい。また一部が隠れて

いることから既習事項である直方体や立方体を想起しやすくし、既習を活用しながら解決の見通しを

もてるようにしたい。 

 

（イ）机間指導での価値付け 

  児童が考えていることを認め、励ますように机間指導をしていく。価値付けや励ましだけでなく、

どのような数学的な見方・考え方を働かせているのか、児童自身が気付くことができるように声をか

けていく。例えば、「なぜ２つに分けたのですか。」「直方体にすれば、求めることができると思った

からです。」のように、着目するポイントに児童が気付けるようにする。   

 

（２）調整 

 （ア）既習事項の振り返り 

   この単元では、①体積は１㎤等の大きさをもとにして考えること、②複雑な立体図形の体積も直方

体や立方体に帰着すれば求められることの２つの見方・考え方を働かせたい。単元を通して蓄積して

きた既習事項を振り返ることで、自力解決する際の手がかりとなるようにする。 

 

 （イ）自分の学習状況を振り返る時間の設定 

   自力解決を始めて３分後に、自分の学習状況を振り返り、残りの自力解決時間をどのように使うか

児童が自ら調整できる機会を設ける。①考えることが難しい児童には、友達や先生と相談することや、

友達のノートをのぞきにいくことを促す。②答えは出せるが、説明が難しい児童には、友達と相談し

てもよいことを伝える。③考えを順調にノートに表現できている児童は、一人で自力解決を進めるよ

うに促す。④自分の考えを説明できそうな児童には、よりよい言葉選びをすることや、困っている児

・分からないことがあったときに、友達や先生に相談したり、質問したりして問題解決している。 

・式だけでなく、考え方や言葉の意味まで理解しようとしている。 

・複数の考えで問題解決できないか試している。 

・自分と友達の考えを比較して共通点や相違点を見付けている。 

・直方体や立方体をもとにして体積を求めている。 

・問題に合わせて、考え方を選択している。 



高学年－7 

 

童をサポートするように伝える。調整する機会を設けることで、自分の考えを修正したり、さらによ

りよい方法はないかと考えたりと振り返り、思考を整理することができるようになると考えた。また、

児童が自然と友達と相談したり、話し合ったりすることで、自分の考えを説明する場面を増やすこと

ができると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ウ）学びの可視化 

   発表検討場面で、児童から出てきた見方・考え方を板書にキーワードで残していく。児童の思考を

可視化することで、常に考えを振り返ることができる。さらに問題解決をする際に何に着目したらよ

いか気づくことができると考えた。 

 

 （エ）注目ポイントの振り返り 

   発表検討後、問題解決をする上でどんなことに注目するとよいかを問い、一人一人大切だと思った

ところに虫めがねマークを貼る活動を取り入れる。また貼るだけではなく、どうしてポイントだと考

えたのか説明させる。この活動を通して、自分が考えたことを友達に伝えるとともに、学習や自分の

思考をもう一度振り返ることができると考えた。そして数学的な見方・考え方に着目させて、言葉や

公式の意味を理解して問題解決ができるようにする。 
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７ 本時の指導（５/８時間） 

（１）本時の目標 

  直方体を組み合わせた立体の体積の求め方を、図形の特徴を基にして考え、説明することができる。 

（２）本時の展開 

時 学習活動 ・支援や留意点 ◆評価 

課 

題 

把

握 

・

見

通

し

５

分 

１ 問題をつかむ 

・映像資料を示す。 

Ｔ：この立体の体積を求めることはできますか。 

Ｃ：辺の長さが分からないです。 

Ｃ：辺の長さが分かれば、求められます。 

Ｔ：では、これで求められますか。 

Ｃ：求められます。 

Ｃ：式は、８×９×６ 

・映像資料を示す。 

 

 

 

 

Ｔ：今回は直方体ではないようです。体積は求められ

ますか。 

Ｃ：計算で求められるかな。 

Ｃ：立方体や直方体の式が使えるかな。 

Ｃ：面積のときは・・・。 

 

３ 本時のめあてを確認する 

 

 

４ 解決の見通しをもつ 

Ｔ：どのようにしたら、体積を求めることができるで

しょうか。見通しを書いてみましょう。 

Ｃ：立方体や直方体なら求められるのに。 

Ｃ：分けて、２つの立方体にしたら求められるかな。 

Ｃ：へこんだ部分につけ足したら、立方体になる。 

Ｃ：移動させたら、立方体になるかな。 

・前時に学習した立体の体積の求め方を

振り返り、確実に押さえてから、本時に

入れるようにする。 

 

手立て⑴ア 問題提示の工夫 

・立体の一部を見せることで、立体の全体

像を想像させる。 

・一度、全体の体積を求めることで、全体

から引く考えを引き出せるようにする。 

・児童が予想した立体と今回の問題の立

体のズレから児童の意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・じっくりコースは、全員で見通しを確認

する。 

・すいすい、ぐんぐんコースは、見通しを

もった児童から、自力解決を始める。 

・見通しがもてない児童を黒板の集め、見

通しをもてるように助言する。 

 

自

力

解

決 

７

分 

５ 自力解決をする 

Ｔ：見通しを基に、自分の考えを書きましょう。 

Ｃ１：立体を分けて、体積を求める。 

・縦に分けると、直方体が２つできる。 

・４×８×６＋５×８×４＝352 

 

 

手立て⑴イ 机間指導での価値付け 

・直方体や立方体の体積に着目して問題

解決している児童を価値付ける。 

 

 

右のような形の体積を求めましょう。 

 体積の求め方を考え、説明しよう。 
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Ｃ２：立体を分けて、体積を求める。 

・横に分けると、直方体が２つできる。 

・４×８×２＋９×８×４＝352 

 

 

 

 

 

 

Ｃ３：足りない部分を補って、体積を求める。 

・図形のへこんでいる部分を補うと、直方体ができ

る。 

・全体から足した部分を引けばよい。 

・９×８×６－５×８×２＝352 

 

 

 

 

 

手立て⑵ア 既習事項の振り返り 

・既習事項である直方体や立方体の体積

の求め方に着目できるように声かけを

する。 

 

・立体を３つに分けた児童には、考えを認

め、もっと少ない分け方はないか問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て⑵イ 自分の学習状況を振り返る時間の設定 

・３分経ったら自分の状況を振り返るこ

とができるようにする。自分の状況に合

わせて、友達と相談したり、発表検討に

向けて準備したりするように促す。 

・友達と話して新たな考えに気づいた場

合には、ノートにキーワード等を残すよ

うに促す。 

 

発

表

検

討

28

分 

６ 全体で検討する 

発表検討では、以下の順で児童の考えを取り上げる。 

①立体を分けて、体積を求める。 

②足りない部分を補って、体積を求める。 

 

①立体を分けて、体積を求める。 

・図を示す。 

 

 

 

 

 

Ｔ：どのように考えたのかわかりますか。 

Ｃ：立体を２つに分けた。 

Ｃ：上と下に分けた。  

手立て⑵ウ 学びの可視化 

・児童から出た見方・考え方を板書にキー

ワードで残していく。 

・児童が何に着目して問題解決をしたら

よいか気付かせる。 

 

◆思・判・表 

既習の直方体や立方体の体積を基に、直方

体を組み合わせた立体の体積の求め方を

図や式を用いて、説明している。 

 

 

キーワード 

 分ける・２つの直方体 

 ２つを合わせる・足す 
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Ｃ：２つの立方体にした。 

Ｔ：式に表すとどうなりますか。 

Ｃ：８×４×２＋８×９×４です。 

Ｔ：２つの直方体を合わせたから、たし算で表すこと

ができますね。 

②足りない部分を補って、体積を求める。 

・図を示す。 

 

 

 

 

Ｔ：どのように考えたのかわかりますか。 

Ｃ：足して、引いた。  

Ｃ：大きい直方体にした。  

Ｃ：本当はない直方体を引いた。 

Ｔ：式に表すとどうなりますか。 

Ｃ：８×９×６-８×５×２です。 

Ｔ：大きい直方体から本当はない直方体を引いてい

るからひき算で表すことができますね。 

 

・式を示す。８×４×６＋８×５×４ 

Ｔ：このような式で考えた人もいました。この人がど

のように考えたのか図に表せますか。 

Ｃ：たし算で考えているから、合わせたはず。 

Ｃ：右と左に分けたと思う。 

 

Ｔ：いくつかの方法がありましたね。このような立体

の体積を求めるときの注目ポイントはなんでし

ょうか? 

Ｃ：２つに分ける。 

Ｔ：なぜ、２つに分けることが注目ポイントだと考え

ましたか。 

Ｃ：２つに分けると体積が求められる形になるから。 

Ｃ：直方体が２つになるから。 

Ｔ：分けて、直方体にすると求められたのですね。 

Ｃ：足して、引くこと。 

Ｔ：なぜ、足して引くことが注目ポイントだと考えま

したか。 

Ｃ：足したら直方体になって体積を求められるから。 

Ｃ：引く直方体も体積を求められるから。 

 

 

 

 

 

キーワード 

 直方体・大きい直方体と見て・付け足す 

 本当はない直方体・引く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 

 分ける・２つの直方体 

 ２つを合わせる・足す 

 

 

 

手立て⑵エ 注目ポイントの振り返り 

・大切だと思ったところに「虫めがねマー

ク」を貼る。 

・直方体や立方体に帰着させるという数

学的な見方・考え方、言葉や式の意味を

理解してよりよい問題解決ができるよ

うにする。 
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Ｃ：２つの直方体。  

ま

と

め

５

分 

７ まとめをする 

 

 

８ 適用問題を解く 

T：この図形の体積を求めるとき、どの考え方をしま

すか？ 

 

 

 

  

◆態度 

直方体や立方体の体積を基にして、問題解

決したことを振り返り、面積と統合的に考

え価値付けている。 

・数学的見方・考え方を働かせて、よりよ

い問題解決をしようとしているか確か

める。 

 

 

 

 

 

 ⑶板書計画 

 

直方体をもとにして考えると、求めることができる。 


